
ヒヤリ・ハットの共有化活動 



’11年度のヒヤリハット活動 

事が起きる前に危険と
感じたこと（ヒヤリハッ
ト） 

全てを情報公開 

ヒヤリハット報告掲示 

現場監督者研修にて                      
対策進捗フォロー 

① ヒヤリハット報告書 

（ＳＵＳ工場のﾄﾗﾝｽﾌｧｰ） 

② 安全日誌 

③ 想定類災事例研究 

完了案件の見える化 

前年反省に基づき、『事が起きる前に危険と感じたこと全て』を対象として、
①報告様式の充実、②全て情報公開、③対策進捗完了の見える化によって、
活動意欲を醸成する。 

④ 安全標準ＫＹシート 

ヒヤリハット報告活動の意義・主旨を教育（安全会議） 

活動意欲の醸成 

報告様式 

情報共有活動 

傾向と対策 

⑤ 慣れ・油断による 

  危険作業の抽出 

１冷工場年初からの活動 



ヒヤリハット キャンペーン 

事が起きる前に危険と思ったことを全員で
共有することで、災害の芽を摘もう！ 

１件の重大災害 

２９件の軽微な災害 

３００件のヒヤリハット 

 （災害の芽） 

【ﾊｲﾝﾘｯﾋの法則】 

＜キャンペーンの狙い＞ 

冷延工場在籍 ２２３名 

①個人のヒヤリハット・Grの
慣れ・油断による危険の抽出
結果（災害の芽）を共有 

②対策 （個別対策および傾
向に基づいた対策） 

とることで、災害を防止する。 

２２６件のヒヤリハット案
件を抽出（10月時点） 



ヒヤリハット情報共有 

ヒヤリハットマップの 
現場配布、掲示により、
各職場での情報共有 

現場統合詰め所に、全
職場のヒヤリハット  
マップを貼り出し 

マップの配布・掲示により、情報共有はある程度進
んでいる。しかし、ヒヤリハット情報が必要な場面
で活かされる工夫が必要。 

ヒヤリハットマップ 



ヒヤリハット情報共有 

発生現場に発生場所掲示を実施することで、共有すべきヒヤリハットを必要な場面
で注意喚起できた。 

ヒヤリハット現場掲示 


